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　令和7年12月15日に急患や物資を運ぶ新高速艇ちぶの完成記念式典が大江
集会所で行われ、村議会議員や医療関係者などが出席しました。
　約30年ぶりに新船への入れ替えで、心電図モニターや吸引器、AEDの設備を
整え、専用タラップを設置し、患者はストレッチャーごと乗船ができます。また、
揺れを抑える装置や夜間の暗視カメラが導入され、安全性が高まりました。
　全長は約18メートル、定員は30人、800馬力のディーゼルエンジン1基で最速
30ノット（時速約56㎞）、通常24ノット（同約44㎞）で、当村の来居港と西ノ島町
別府港を約15分で航行します。令和8年1月から運用を開始しております。
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用
す
る
こ
と
が
必
須
と
考
え
て
お
り
、
一
般

財
源
の
み
で
の
着
手
は
今
後
の
財
政
運
営
に

硬
直
化
や
財
政
逼
迫
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
こ

と
か
ら
考
え
て
お
り
ま
せ
ん
。

　

今
後
、
補
助
率
の
高
い
交
付
金
・
補
助
金

制
度
が
見
つ
か
れ
ば
、
他
事
業
の
緊
急
性
と

比
較
し
な
が
ら
着
手
に
つ
い
て
検
討
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
件
に
つ
き
ま
し
て
は
、
昨
年

度
、
和
牛
改
良
組
合
か
ら
家
畜
市
場
建
設
に

時
間
を
要
す
る
の
で
あ
れ
ば
、
自
分
た
ち
で

現
家
畜
市
場
に
新
た
な
繋
ぎ
場
を
設
け
る
の

で
経
費
を
助
成
し
て
貰
い
た
い
と
の
要
望
が

あ
り
、
助
成
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
畜
産
業
の
維
持
・
振
興
支
援
策
と

し
て
は
、
草
地
改
良
基
盤
整
備
事
業
に
よ
る

牧
野
整
備
の
ほ
か
、
離
島
活
性
化
交
付
金
事

業
を
活
用
し
た
粗
飼
料
の
輸
送
費
軽
減
や
、

多
面
的
機
能
支
払
い
交
付
金
制
度
を
活
用
し

た
畜
産
業
従
事
者
自
ら
が
取
り
組
む
活
動
へ

の
支
援
等
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

何
れ
に
致
し
ま
し
て
も
、
畜
産
業
は
本
村

の
基
幹
産
業
の
一
つ
で
あ
り
ま
す
の
で
、
今

後
と
も
畜
産
業
の
維
持
・
振
興
に
向
け
確
り

取
り
組
む
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

２
０
２
０
年
に
行
な
わ
れ
た
国
勢
調
査
に

よ
る
と
、
当
村
の
人
口
は
６
３
４
人
で
し

た
。
第
６
次
知
夫
村
総
合
振
興
計
画
で
は
、

２
０
２
５
年
の
人
口
は
５
０
０
人
、
10
年
後

の
２
０
３
５
年
は
４
０
０
人
と
推
計
し
て
い

ま
す
。

　

知
夫
村
に
お
い
て
、
学
校
の
運
営
が
維
持

で
き
て
、
隠
岐
汽
船
の
上
り
下
り
便
が
来
居

港
で
発
着
し
、
安
定
し
た
生
活
を
営
む
た
め

の
買
い
物
が
地
元
商
店
で
で
き
る
な
ど
、
住

民
の
方
々
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
人
口

は
、
何
人
を
想
定
し
て
い
る
の
か
。
ま
た
、

そ
の
想
定
し
た
人
口
を
確
保
す
る
た
め
に
、

ど
の
よ
う
な
施
策
を
講
じ
よ
う
と
し
て
い
る

の
か
伺
い
ま
す
。

　

平
成
26
年
、国
に
於
い
て
「
ま
ち
・

ひ
と
・
し
ご
と
創
生
法
」
が
施
行
さ

れ
、
各
自
治
体
は
人
口
ビ
ジ
ョ
ン
を

踏
ま
え
て
、
地
域
の
実
情
に
応
じ
た
今
後
5

か
年
の
目
標
や
施
策
の
基
本
的
方
向
や
具
体

的
施
策
を
ま
と
め
た
「
ま
ち
・
ひ
と
・
し
ご

と
創
生
総
合
戦
略
」
の
策
定
を
努
力
義
務
と

し
て
課
せ
ら
れ
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
は
、
こ
の
総
合
戦
略
の
第
2
期
目
に

あ
た
り
、
今
年
度
は
そ
の
最
終
年
度
と
な
っ

て
お
り
ま
す
。

　

本
村
の
「
第
2
期
総
合
戦
略
」
で
は
、
令

和
2
年
末
の
人
口
約
６
４
０
人
を
基
準
に

「
令
和
10
年
ま
で
は
６
０
０
人
以
上
を
維
持

す
る
」
と
い
う
目
標
を
掲
げ
て
取
り
組
ん
で

き
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

そ
の
為
の
施
策
の
基
本
的
方
向
は
、

①
異
な
る
背
景
を
持
ち
、
頑
張
る
人
を
「
く

　

さ
さ
な
い
」
文
化
を
創
る

②
知
夫
の
魅
力
を
高
め
、
フ
ァ
ン
を
創
る

③
知
夫
の
賑
わ
い
を
創
り
、
暮
ら
し
の
基
盤

　

を
守
る

④
誰
も
が
幸
せ
で
長
く
住
み
や
す
い
環
境
を

　

創
る

と
い
う
、
4
つ
で
ご
ざ
い
ま
す
。

　

ま
た
、
そ
の
一
方
で
「
単
純
な
流
入
増
で

は
な
く
、
地
域
の
担
い
手
と
な
る
定
着
人
口

を
増
や
す
こ
と
が
重
要
で
あ
り
、
数
字
よ
り

質
が
重
視
さ
れ
る
べ
き
」
と
の
方
向
性
も
掲

げ
て
お
り
ま
す
。

　

こ
う
し
た
方
向
性
を
掲
げ
、
こ
の
5
年
間

取
り
組
ん
で
参
り
ま
し
た
が
、
現
状
を
申
し

上
げ
ま
す
と
、
本
年
11
月
1
日
現
在
の
人
口

は
5
7
4
人
で
現
計
画
の
目
標
値
「
6
0
0

　

現
在
、
畜
産
業
は
若
い
生
産
者
の
増
加
に

よ
り
活
気
を
得
て
い
ま
す
。
予
算
に
つ
い
て

は
、
強
い
要
望
で
あ
る
市
場
建
設
を
は
じ
め

と
し
た
就
労
環
境
の
整
備
は
、
畜
産
業
の
課

題
解
決
だ
け
で
な
く
、
本
村
の
活
力
維
持
と

向
上
に
不
可
欠
で
あ
り
ま
す
。
更
な
る
畜
産

振
興
の
取
り
組
み
に
つ
い
て
、
村
長
の
所
見

を
伺
い
ま
す
。 

　
「
家
畜
市
場
建
設
の
必
要
性
」
は
、

私
も
あ
る
と
認
識
し
て
い
る
と
こ
ろ

で
ご
ざ
い
ま
す
が
、
財
政
力
の
弱
い

本
村
が
、
こ
う
い
っ
た
大
型
事
業
に
着
手
す

る
に
は
補
助
率
の
高
い
交
付
金
制
度
等
を
活

山
本 

英
樹
議
員

一
般
質
問

横
川 

正
議
員

一
般
質
問

畜
産
振
興
に
つ
い
て

Q

知
夫
村
の
人
口
減
少

対
策
に
つ
い
て

Q

村 長

村 長

り
よ
だ
会
議12

月
定
例
会
概
要
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人
以
上
」
を
下
回
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

下
回
っ
た
要
因
は
色
々
あ
ろ
う
か
と
思
い

ま
す
が
、
こ
の
現
実
を
真
摯
に
受
止
め
る
と

共
に
、
第
2
期
計
画
期
間
中
の
取
組
を
検
証

し
、
現
状
や
課
題
等
を
確
り
と
把
握
し
た
上

で
第
3
期
総
合
戦
略
策
定
に
望
み
た
い
と
考

え
て
お
り
ま
す
。

　

水
道
事
業
に
つ
い
て
は
、
人
が
生
存
し
て

行
く
上
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い
水
の
供
給

と
い
う
責
任
の
重
大
性
か
ら
、
こ
れ
ま
で
殆

ど
の
自
治
体
が
直
接
そ
の
運
営
に
携
わ
っ
て

き
て
お
り
ま
す
。

　

こ
の
重
大
性
は
、
災
害
が
起
こ
る
度
に
、

よ
り
明
ら
か
に
な
っ
て
お
り
ま
す
が
、
施
設

の
老
朽
化
や
少
子
高
齢
化
社
会
の
進
行
に
よ

る
水
需
要
の
低
減
な
ど
、
今
後
の
収
支
・
運

営
を
考
え
た
場
合
、
経
済
性
も
考
慮
し
て
い

か
な
け
れ
ば
、
安
定
し
て
水
道
事
業
を
継
続

し
て
い
く
こ
と
は
出
来
な
い
の
で
は
な
い
か

と
危
惧
す
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

本
村
の
水
道
管
は
、
27
㎞
で
1
0
0
％

が
耐
震
性
の
低
い
塩
ビ
管
、
更
に
昨
今
、
走

る
車
も
大
型
化
し
て
お
り
、
耐
震
性
の
高
い

ポ
リ
エ
チ
レ
ン
管
な
ど
へ
の
更
新
を
急
ぐ
必

要
が
あ
り
ま
す
。
水
道
管
の
更
新
予
定
に
つ

い
て
の
計
画
や
、
水
道
事
業
広
域
化
の
現
状

と
是
非
に
つ
い
て
、村
長
の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

併
せ
て
、
年
度
初
め
に
報
道
さ
れ
た
県
内

19
市
町
村
長
へ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
中

で
、
①
今
後
、
公
共
料
金
の
値
上
げ
が
必
要

に
な
る
か
。
②
こ
れ
ま
で
以
上
に
民
間
、
住

民
の
力
、
知
恵
を
生
か
す
取
り
組
み
が
必
要

か
の
問
い
に
、
①
②
と
も
『
必
要
』
と
回
答

さ
れ
ま
し
た
。
こ
れ
ら
に
つ
い
て
は
、今
後
、

ど
の
よ
う
に
取
り
組
ん
で
い
く
の
か
、
村
長

の
考
え
を
伺
い
ま
す
。

　

は
じ
め
に
「
簡
易
水
道
の
更
新
計

画
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

本
村
は
平
成
28
年
度
か
ら
、
5
年

間
を
単
位
と
す
る
国
の
耐
震
改
修
交
付
金
を

活
用
し
て
水
道
整
備
を
行
っ
て
お
り
ま
す
。

　

平
成
28
年
度
か
ら
の
第
1
期
は
、
浄
水
場

整
備
と
配
水
池
タ
ン
ク
の
更
新
を
行
い
ま
し

た
。

　

令
和
3
年
度
か
ら
の
第
2
期
で
は
、
配
管

布
設
替
工
事
を
実
施
し
て
お
り
ま
す
。

　

現
在
行
っ
て
い
る
仁
夫
地
区
の
工
事
が
終

了
す
れ
ば
郡
地
区
に
入
る
予
定
と
な
っ
て
お

り
ま
す
。

　

な
お
、
こ
の
交
付
金
事
業
が
今
後
も
継
続

す
れ
ば
、
村
内
全
て
の
配
管
布
設
替
工
事
を

実
施
す
る
予
定
で
す
が
、
今
年
度
申
請
し
た

交
付
金
が
大
幅
に
減
額
さ
れ
た
こ
と
を
考
え

ま
す
と
、
全
て
の
工
事
が
終
了
す
る
の
に
、

ど
の
程
度
の
期
間
が
必
要
か
見
通
せ
な
い
状

況
で
あ
り
ま
す
。

　

次
に
「
広
域
化
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

水
道
施
設
の
老
朽
化
や
水
道
事
業
に
携
わ
る

担
い
手
の
減
少
、
そ
し
て
、
人
口
減
少
に
伴

う
水
道
利
用
者
の
減
少
や
料
金
収
入
の
減
等

の
要
因
か
ら
、
全
国
的
に
複
数
自
治
体
で
の

連
携
や
官
民
連
携
に
よ
る
施
設
整
備
、
維
持

管
理
、
運
営
等
が
出
来
な
い
か
、
が
検
討
さ

れ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。

　

現
在
、
隠
岐
4
町
村
に
お
い
て
も
、
担
当

部
局
で
「
多
岐
に
渡
る
業
務
を
ど
の
程
度
一

本
化
で
き
る
か
」
等
に
つ
い
て
議
論
を
重
ね

て
お
り
ま
す
が
、
結
論
を
得
る
に
は
至
っ
て

い
な
い
状
況
に
あ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
是
非

に
つ
い
て
申
し
上
げ
る
段
階
に
な
い
こ
と
を

ご
理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

３
点
目
の
「
公
共
料
金
の
値
上
げ
」
に
つ

い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

工
事
に
掛
か
る
経
費
を
は
じ
め
、
様
々
な

分
野
で
の
コ
ス
ト
上
昇
に
よ
り
、
値
上
げ
に

踏
み
切
っ
た
自
治
体
が
県
内
で
も
多
数
ご
ざ

い
ま
す
。

　

本
村
に
お
い
て
も
、
電
気
・
薬
品
・
修
繕

費
・
人
件
費
な
ど
の
コ
ス
ト
は
い
ず
れ
も
上

昇
し
て
お
り
、
料
金
値
上
げ
の
検
討
は
避
け

ら
れ
な
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
水
道
料
金
に
限
ら
ず
、
下
水
道
や

ゴ
ミ
処
理
等
の
公
共
料
金
に
つ
い
て
も
値
上

げ
の
議
論
を
議
員
の
皆
様
方
と
す
る
時
期
が

近
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
の
で
、
そ
の
節
は

よ
ろ
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

最
後
に
「
民
間
・
住
民
の
力
・
知
恵
を
生

か
す
取
組
」
に
つ
い
て
で
あ
り
ま
す
。

　

ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
の
回
答
に
あ
た
っ
て
は

「
民
間
・
地
域
と
の
協
調
に
つ
い
て
」
と
い

う
項
目
の
設
問
へ
の
回
答
で
し
た
の
で
、
幅

広
い
地
域
課
題
解
決
に
向
け
た
視
点
と
い
う

意
味
で
「
必
要
」
と
回
答
し
た
と
こ
ろ
で
す
。

　

一
方
で
、水
道
事
業
に
特
化
し
た
「
民
間
・

住
民
の
力
・
知
恵
を
生
か
す
取
組
」
と
な
れ

ば
、
先
ほ
ど
申
上
げ
た
「
広
域
化
」
の
中
で

の
民
間
企
業
と
の
連
携
と
い
う
事
に
な
る
と

考
え
ま
す
の
で
「
必
要
」
で
は
な
く
「
ど
ち

ら
と
も
言
え
な
い
」
と
い
う
回
答
に
な
る
と

考
え
ま
す
。

村 長

石
橋 

良
行
議
員

一
般
質
問

水
道
事
業
の
展
望
と

方
針
に
つ
い
て

Q

※
紙
面
の
都
合
上
、
質
問
や
答
弁
の
内
容
を
省
略

し
て
お
り
ま
す
。
詳
細
に
つ
い
て
は
、
議
会
事

務
局
で
閲
覧
が
で
き
ま
す
。
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　知夫村役場ふるさと納税担当です。令和7年も知
夫村を応援してくださった皆様、返礼品のご提供事
業者様、本当にありがとうございました。心から感
謝申し上げます。
　令和元年の知夫村ふるさと納税では、約180万円
だった令和2年に比べて、5年間で約12倍となる約
2,100万円で初めて年間2,000万円を超えるご寄附を
いただきました。
　人口約600人の小さな島である知夫村ですが、ふ
るさと納税を通して1,000件近くの応援をいただい
ております。
　島内・島外問わず、知夫村を応援してくださる全
ての皆様と一緒に、これからも知夫村の新しい挑戦
を仕掛け続けていきます。

寄付額（千円）

令和7年 ふるさと納税のご報告

知夫村ふるさと納税寄付額
年 1月 2月 3月 4月 5月 6月 7月 8月 9月 10月 11月 12月 合計 寄附件数

令和5年
（千円） 37 79 95 257 183 211 399 708 1,838 335 622 2,461 7,225 340件

令和6年
（千円） 58 49 291 149 338 459 215 205 1,357 1,120 2,495 7,420 14,156 619件

令和7年
（千円） 317 432 644 714 1,087 2,094 929 1,518 6,446 1,109 2,023 3,975 21,288 918件

前年対比 547% 882% 221% 479% 322% 456% 432% 740% 475% 99% 81% 54% 150% 299件増
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　令和8年1月6日に体育館において、令和8年消防出初式が行われました。
　式典の練習中に、島根県東部を震源とする地震があり、知夫村も震度４を
観測しましたが、大きな被害もなく、注視ししながら式典を行い、管理者（村長）
や来賓が挨拶した後に、漁協周辺へ移動して一斉放水をしました。

　令和7年12月10日に知夫村役場において、民生委員、児童委員伝達式が行われました。
　新たに委嘱された６名の委員の皆様は、地域住民の身近な相談相手として、高齢者や子供、子育
て家庭などの見守りや支援に取り組まれます。
　今後も、行政や関係機関と連携しながら、誰もが安心して暮らせる地域づくりを進めていきます。

令和8年 消防出初式

民生委員・児童委員伝達式

民生委員
大江・来居 山本 久美子（会長）

薄毛・多沢 隠木 博（副会長）

仁  夫 敷 祐子

郡 渡部 尋美

古  海 大濱 正己

児童委員
下廣 朋子
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ちぶりんぴっく2026

じゃんけん列車

じゃんけんで負けた人や列が、勝った人の後ろに
つながっていき、最後に先頭になった人の勝ち。

目隠しをしたまま相手の気配を感じ
取り、剣で相手に一撃を当てること
を競う競技。

気配切りボッチャ

白いボールに、自分のチームのボール
をできるだけ近づける競技。赤チーム
と青チームが、自分の色のボールを順
番に投げ、白いボールに「より近いボー
ル」が多いチームが勝ち。

ジェスチャーゲーム

言葉を使わずに身ぶりや手の動
きだけでお題を伝え、仲間に当
ててもらう競技。

ドッジボール

子供本気ドッジ

王様ドッジ
大人本気ドッジ

　　　　　　　令和8年2月15日（日）に体育館において、「ちぶりんぴっく2026」が行われました。当
日は約50名の参加があり、『じゃんけん列車』、『気配切り』、『新聞紙タワー』、『ボッチャ』、『ジェスチャー
ゲーム』、『ドッジボール』を実施しました。
　参加者は『気配切り』や『ドッジボール』を強く楽しみ、特に『ドッジボール』は大人も子供も白熱し
た結果となりました。高齢者は特に『ボッチャ』を気に入り、大いに楽しみました。
　大きな事故やトラブルもなく、安全にイベントを終了しました。

　今年は、冬季オリンピックの年で次回は2030年ですが、ちぶりんぴっくは来年も実施予定です。

新聞紙タワー

配られた新聞紙だけを使って、できるだけ高いタワーを
作る競技。想像力とチームワークが試される！
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受賞・表彰のご紹介

　令和7年10月29日に松江市のホテル一畑にて2025年山陰中央新報社地
域開発賞の授賞式が行われ、徳田久志さんが農林畜水産部門で受賞されま
した。
　地域開発賞はスポーツ、文化、教育、産業（2部門）、社会の5賞を設けてお
り、行政機関や諸団体から推薦された候補者を、山陰中央新報社から委嘱
された社外選考委員が厳正かつ慎重に審査し、受賞者を決め、島根県内各
分野での功績をたたえ、一層の活躍を願って表彰します。
　隠岐の天然ワカメの加工を再興した徳田さんは、「賞を励みに、次代にワ
カメ産業をつなげていきたい」と決意表明されました。

　令和7年11月12日に鳥取県米子市のANAクラウン
プラザホテル米子にて山陰の地域、文化振興に貢献し
た団体、個人をたたえる「第38回山陰地域文化賞」の表
彰式があり、知夫村青年団（下廣幸

たか

将
まさ

代表）が受賞され
ました。
　知夫村で、失われた青年団活動の復活に若者が一丸
となって取り組んでいる下廣代表は「地域に根付いた
活動を続け、世代を超えた交流の場を築く」と意気込み
ました。

　内閣府によるエイジレス・ライフ（年齢にとらわれず
自らの責任と能力において自由で生き生きと生活を送
ること）を実践している高齢者に山

やま

穂
めぐみ

さんが選ばれ、
令和7年11月14日に役場にて受章式が行われました。
　山さんは、40年あまり知夫郵便局に勤めながら、村
の文化に関わる見聞きしたことを発信したいとの思い
で20年以上執筆活動を行い、知夫村郷土資料館運営委
員や知夫村文化財保護審議会委員長に就任しました。
会長退任後も村回覧ミニコミ誌の執筆等にも精力的に
活動しております。

2025年山陰中央新報社地域開発賞

第38回山陰地域文化賞

エイジレス・ライフ エイジレス章

記念撮影に臨む下廣幸将代表（右から２人目）
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人口／ 567人（男：289人　女：278人）　世帯数／ 354世帯　65歳以上人口比率／ 44.8％●村の人口（令和8年3月1日現在）
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「第55回 関西知夫会総会」開催のお知らせ

今年は、下記日程にて関西知夫会総会を開催予定です。知夫里在住・その他の地域在住
の方も参加できますので、ぜひ日程調整の上ご参加下さい。

※詳細については次号にてお知らせします。

令和8年10月18日（日）12時～日　時

大阪キャッスルホテル会　場
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